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【学位論文審査の要旨】
【審査結果】
博士論文公開審査は 2018年 3月 9日（金）に開催された。本論文の評価すべき点につい
て、審査委員から次のようなコメントがあった。
第一に、学位申請者の川瀬由高氏は、国費留学生として、調査地の村落に延べ 23ヵ月滞
在し、現地住民とのラポールを築きながら参与観察を行った。中国内陸部における長期の
住込み調査による民族誌的研究が近年少ないなかで、本論文は稀有な成功例である。最新
且つ詳細な記述からなる本論文は、漢族の民族誌としての資料価値が高い。
第二に、申請者は、滞在先 Q 村全体ひいては中国農村社会の社会生活を、住込み先の呂
一家の日常生活をつぶさに観察するなかから描き出した。民族誌としてはオーソドックス
な手法であるが、確固たる社会規範や社会組織が顕在化しない、いわばとらえどころのな
い日常生活そのものを経験的に観察し、記述することは、目に見えて明らかな出来事を記
述する民族誌的研究よりもはるかに技量を必要とするものである。その意味で、日常生活
を記述するものとしての民族誌の根本的意義に正面から向き合った点でも高く評価できる。
第三に、申請者は、マリノフスキーの弟子でもあり、中国の社会学と人類学の基礎をつ
くった漢族農村研究の権威・費孝通の 1940 年代の理論（「差序格局」論）を再検討し、そ
の後の研究の流れを十全に把握したかたちでの、問題提起をおこなっている。最先端の人
類学的課題を踏まえつつも、欧米由来の理論を当てはめるようなスタイルではないかたち
で、東アジアの人類学を展開しようとする姿勢は、国際的な人類学の潮流に照らして有意
義である。
第四に、本論文は、都市人とのかかわりと自己意識、農作業の交渉と駆け引き、節句食
の調理と分配（ならびにそこに現れる人間関係）、年始のあいさつ回り、イス、共食など、
いままであまり注目されなかった日常生活の諸側面を取り上げて漢民族農村の民族誌とし
て構成した。加えて、それらを描いた 3 章から 6 章にかけて、呂家構成員ひとりひとりの
日常生活と語りを各章でそれぞれに記述しつつ、第 7 章において呂家の人びとが一同に会
する場を記述するなど、Q 村の社会生活を全体論的に描く民族誌の構成としても巧みであ
る。21 世紀の漢族農村の民族誌の新たなスタイルと視点を提示し、自分の実践を通して漢
族の農村研究における人類学的調査に新しい提言をしている。
一方で、課題とすべき点について審査委員から次のようなコメントがあった。
第一に、制約のある環境での調査として政治的な配慮が必要であることは理解できるが、
農村の社会生活と行政とのかかわり及び農村社会内部の力関係、有力な民間組織が及ぼす
影響力について記述と分析が不足している。
第二に、申請者がいうところの「韻律」概念は共同体がないとされる中国農村社会にお
いて、「自分の都合で行動するにも拘わらず、一定の秩序だった行為をなしている様」を捉
えるものであり、集団的・共同体論的な発想では掬い上げることのできない現地社会の生
活の質感や人々の息遣いを微細な次元で捉えるためのものであるという点で、一定の評価
は可能である。だが、この概念がもともと指示するところの、ことばの使い方における韻
律と、本論文が明らかにしようとしたところの、時空間の使い方における「韻律」、あるい
は行為と行為の間の「韻律」の基盤には質的な違いがある。人類学的な分析に使用するに
は、不明確な点がある。
第三に、申請者が観察した中国農村における社会生活の実態は、中国近現代の歴史的文
脈のなかでの位置付けという点で理解する必要があるが、本論文では歴史的視点が十分な
ものとはいえない。
以上のコメントについて、公開審査の場で申請者は丁寧に補足説明をおこない、今後の
課題を確認した。本論文において、共同体なき社会としての漢族農村の日常生活に「韻律」
が存在するという提示は、以上のように課題とする点を含むものの、新しい方向を示唆し
たものとして、従来の知見を一新する高い水準にあり、審査員一同は、激動する中国農村
社会を分析する申請者の試みを高く評価する。
本審査委員会委員一同は、学位申請者・川瀬由高に博士（社会人類学）の学位を授与す
ることにふさわしいとの結論で一致した。
